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研究成果の概要（和文）：婚姻は、植民地における植民者と被植民者の境界を構築する／融解す

る。よって婚姻や家族をめぐる法や慣習、政策は、植民地経営あるいは被植民者にとって重要

な意味をもつ。本研究は、オランダ(蘭領東インド)、フランス(仏領インドシナ)、英国陸軍のグ

ルカ兵及び英国人兵士、日本(台湾)の植民地における家族法や慣習、政策について実証研究を

行い、相互参照するための基礎的資料を蓄積した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Marriage constructs /deconstructs the boundary between colonizer and colonized. Therefore, 

legislation, customs and social policies regarding marriage or family have great 

significance for the both sides. This study investigates on the family laws, customs and 

policies of the Duch East Indies, French Indochina, the British Indian Army, postcolonial 

British Army and Colonial Taiwan, while providing data of each research area for 

cross-reference. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 近年、植民地研究が隆盛であるが、植民地
をめぐる植民者と被植民者の婚姻や家族、性
的関係、またそれに付随する「混血」の問題
に関する実証研究はそれほど多くはない。し
かし、それは植民者と被植民者間の境界を構
築、あるいは融解する力を有しており、為政
者、支配者双方にとって重大な意味を有して

いると考えられる。 

本研究は、平成 19-21 年度の科研費による
共同研究「植民地における通婚・雑婚をめぐ
る研究」を行った後、それをさらに深化、発
展させ、家族をめぐる慣習・法制から植民地
を分析する必要性を感じ、前回と同じ共同研
究者 4 名により研究を開始した。 

共同研究者の研究領域は様々であり、蘭領
東インドを専門とする吉田信(法学)、仏領イ
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ンドシナを専門とする松沼美穂(歴史学)、英
国のグルカを専門とする上杉妙子(文化人類
学)、日本植民地期台湾を専門とする宮崎聖子
(文化人類学)である。 

 植民地は、多様な人々が遭遇する「場」で
あるとも言える。したがって共同研究者の研
究領域は様々ではあるものの、ジェンダーは
もちろんのこと、民族、エスニシティ、階層
等の差異や、それらがどのように交錯するの
かについても分析するという視座を共有し
ている。 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、4 名がそれぞれ蘭領東インド、
仏領インドシナ、旧英領インドの英国人兵士
とグルカ兵、日本植民地期台湾について研究
を担当し、当該社会の家族や婚姻をめぐる研
究成果を蓄積することを目的としている。さ
らにその成果を持ち寄り相互参照すること
で、植民地における家族をめぐる法制や慣習
の意味の普遍性や多様性を考察しようとす
るものである。 

 

３．研究の方法 

 

 研究の手法は、研究者のディシプリンによ
り、様々である。ただ全員が現地における史
料調査やインタビュー等を複数回にわたり
行っている (各人の研究の詳細は４．研究成
果 に記す) 。 

 共同研究者は、年に一度は研究会を行い、
意見交換をした。それができない場合はメー
リングリストなどにより情報交換を行った。 

 
４．研究成果 
 
(1) オランダ領東インド(担当 吉田) 

吉田はオランダ領東インドにおける婚姻

法制に関する研究に従事した。オランダの東

インド支配は約 350 年に及ぶため、統治の性

格にも変化が生じている。3 年間の研究では、

東インド会社による統治期の婚姻法制並び

に植民地支配を国家の管理下に移管した 19

世紀中葉から 20 世紀中葉までの婚姻法制に

ついて調査研究を進めた。国内では京都大学

の東南アジア研究所の所蔵資料、国外ではオ

ランダでの資料収集が調査の主たる活動内

容である。 

東インド会社時代の植民地統治に係る研究

は、日本では、商業活動を対象とする研究が

中心であり、婚姻法制を対象とした研究は限

られた調査では入手することができなかっ

た。オランダでは、ライデン大学及びハーグ

の国立公文書館を中心に調査を実施した結

果、東インド会社時代の婚姻法制に関するい

くつかの文献史料・資料を入手することがで

きた。今後は、これらの史料・資料の解析を

通じて東インド会社時代の婚姻法制につい

て整理する。 

また、19 世紀中葉からの婚姻法制に関する

研究は、今回の国外出張により重要な文献資

料を入手することができた。これまでの調査

研究により、19 世紀末から 20 世紀初頭にか

けての法改正がオランダ領東インドにおけ

る婚姻法制の転機となったことを明らかに

していたが、その改正に関する資料を最終年

度に実施したオランダでの調査によって入

手することができた。これらの資料を分析す

ることにより、オランダ統治期の東インドに

おける婚姻法制の変遷の全容を解明できる

と期待される。 

以上の調査研究の過程で得た知見は、研究

会において報告する機会を得た。同時に、

2011 年度には外部の研究会に招聘され、オラ

ンダ領東インドにおける婚姻法制の変遷の

概要を報告する機会も得た。最終年度の 2012

年度には、婚姻法制を含むオランダの法制史

について調べる過程で得た知見の一部を、国

立国会図書館からの依頼によりオランダ憲

法の翻訳及び解説として刊行する機会に恵

まれた。 

(2)フランス領インドシナ(担当 松沼) 

松沼は、フランス領インドシナにおける混

血児に関する法制度について平成 19－21 年

度に行った科研費の研究（分担課題：「フラ

ンス植民地期インドシナにおける「雑婚と混

血児」をめぐる政策に関する文献史料調査」）

を総合発展させた。そのなかで、この主題が

諸植民地列強に共通する問題として国際的

な学術交流の場で論じられた様相を、国際植

民地研究所（Institut colonial international, 

ICI）を手掛かりとして跡付けることを本研

究の目的とした。国外での調査はフランスで

の ICI の年次大会報告書を主とする史料調査

と、雑婚・混血問題に関する文献調査に主に

あてられた。19 世紀末から 1920 年代にかけ



 

て、植民地における混血児について、その「人

種」的特徴が環境と教育という後天的要素に

起因するか生物学的遺伝によるかという形

質人類学的な関心がヨーロッパの学会で高

まる一方で、植民地統治の現場とくにインド

シナで彼らの存在が植民地支配体制を動揺

させるのではないかという政治的懸念が生

じた。両者の間には必ずしも有機的な関連は

なかった。たとえばインドシナで混血児にフ

ランス市民としての資格を与える法制度を

作成する過程で法律家や行政官は、当時学会

を風靡した人類学的知見に依拠したわけで

はなかった。ＩＣＩについてその牽引車の一

人であったフランス人シャイエ＝ベル

(Joseph Chailley-Bert)の活動に注目し、フラ

ンス国内向けの植民地支配を支持する議論

と、それを国際的な議論により正当化しよう

とする言説戦略を見出し、帝国主義時代にお

ける諸帝国の参照・共存関係について考察し

た。以上の研究調査の過程で得た知見は、著

書・論文および口頭発表という形で内外に公

表した。 

(3)英国陸軍(担当 上杉) 

上杉は、英国の国際戦略において大きな役

割を果たした兵士の人種間結婚について研

究を行った。特に、旧英領インド陸軍及び英

国陸軍(印パ分離独立後)に雇用されてきたネ

パール人兵士(グルカ兵)と 19 世紀に植民地

インドに駐屯していた英国陸軍・英国人兵卒

に注目した。両者の人種間結婚の状況は対照

的なものであった。 

 まず、グルカ兵については、旧英領インド

陸軍が徴募・人事管理の手引きとして使って

いた陸軍ハンドブックと、上杉自身が参与観

察と面接調査を行って収集したデータを主

に用いて研究を進めた。旧英領インド陸軍は

選り抜きのマーシャル・レイス(軍務に適した

種族)を獲得するために、特定の民族出自の

人々を集中的に徴募していた。グルカ兵を輩

出してきた人々はこのような徴募戦略に応

じて、人種間通婚を避け、グルカ兵という一

種のブランドを維持してきた。第二次世界大

戦後も、東南アジアや香港などの駐屯地で、

グルカ兵の士官たちはグルカ兵の国際結婚

を思いとどまらせようとした。国際結婚の規

制がなくなったのは、香港返還以降のことで

ある。英国側というと、グルカ兵の民族内婚

を奨励してはきたが、兵士の人種間通婚を特

に禁止することはなかった。 

 つづいて、19 世紀の英国陸軍の英国人兵卒

の人種間通婚について、二次資料を使った文

献研究を行った。19 世紀の英国陸軍は、人種

間通婚どころか、英国人兵卒の結婚や植民地

への家族の同伴自体を厳しく制限していた。

それは①英国陸軍が独身兵卒の戦闘能力や

男性性に重きを置いていたこと、②英国陸軍

が財政難にあえぎ家族手当や家族宿舎の経

費を出すことを厭うていたこと、③士官の出

身身分と兵卒の出身身分に大きな隔たりが

あり、前者が後者に対して同情的になれなか

ったことによるものであった。その結果、英

国人兵卒は植民地で買春にふけったり暴行

を働いたりするなどした。19 世紀後半になる

と、マスメディアの発達により植民地での戦

況や兵卒の生活状況が英国本土に詳しく伝

えられるようになり、結婚規制の問題点が明

らかとなった。兵卒の婚外性行動や遺族手当

ももらえない貧しい遺族の存在が、植民地で

の支配人種と被支配人種の社会的境界を撹

乱し、「人種の劣化」を引き起こすとされた

のであった。その結果、様々な改革が実施さ

れた。また、妻子を扶養するという既婚男性

の男性性に軍事的な価値があるとも考えら

れるようになってきた。ただし、19 世紀を通

して兵卒の結婚制限が緩和されることはな

かった。これら研究の成果は口頭発表、論文

および共著書として公表される(予定も含む)。 

(4)日本植民地期台湾(担当 宮崎) 

宮崎は、主として日本植民地期台湾の漢族

系住民における実態を検討するため、植民地

の家族法、戸口(内地の戸籍にあたり、漢族系

住民に適用された)・戸籍をめぐる研究、清の

慣習法や日本植民地期の民法に関する文献

(『台法月法』、『台湾私法』、判例データベ

ースなど)を収集した。しかし台湾が植民地で

あったのが 50 年間と他の地域と比べて短く、

いわゆる異民族間の通婚やそれに準ずる関

係、「混血」はさほど社会問題視されなかっ



 

たためか、それらに言及したものは極めて少

ない。通婚やそこで生まれた子の位置づけに

関しては、戸口・戸籍が大きくそれを規定し

ており、紛争があった際は裁判以外の場での

解決が図られたためか、判例記録も見当たら

なかった。人類学者等により、人種の起源や

人種改良などに関して「混血」が語られるこ

とはあっても、それが植民地台湾において具

体的な政策と結びついた状況は看取されなか

った。『台法月法』を見る限り、在台湾の法

学者は、日本人と被植民者である漢族系住民

との婚姻を可能にする共婚法(1933 年)の制定

を、内地延長主義を貫徹する一環と考えてい

た。一方、総督府やマスメディアはこれを内

台融和の便法とみなし、そこで奨励されたの

は中層以上の日本人女性と台湾人男性の組み

合わせであり、日本人の母を持つ子どもが「日

本的」になることを期待した。よって、台湾

内においても台湾総督府と法学者の間で意見

が一致していたわけではない。日本人と漢族

系住民の通婚を煽る言説はこの一時期に強ま

ったが、実際に結婚した者はわずかである。

そして 15 年戦争の開始により、その後熱は急

速に冷め、台湾ではむしろ日本人のアイデン

ティティを重視する傾向が強まる。1934 年頃

から急速に全島に普及した、就学前の子ども

を日本語を用いて保育する「国語保育園」（地

域により名称は様々）がそれを象徴する。そ

の目的は、近代化から最も遠い存在とみなさ

れた被植民者の「無教養な」母親から子ども

を引き離し、年齢の小さいうちから日本語に

親しませ、日本文化を注入することにある。

背景には、日本が国際的に孤立し侵略戦争へ

突入する中、戦争を被植民者の人的資源(少数

先住民を含む）に依存せざるを得なくなった

ことがあげられる。1940 年代にはそれが顕著

になり、台湾において陸軍特別志願兵制度(42

年)、徴兵制(44 年)が実施された。 

 なお、漢族系住民とは別の統治システム下

に置かれた少数先住民地域(主として山間部)

においては、教化者も兼ねて日本人警察官が

派遣され、半ば政治的に先住民女性と婚姻、

ないしは内縁関係を結んだ。霧社事件(抗日蜂

起)などにおいては、日本人と先住民の間に生

まれた子がそのアイデンティティに苦しむケ

ースもあった。また国語保育園に類似するシ

ステムは先住民地域にも導入されたが、これ

らについては今後の課題とする。 
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